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1. はじめに 

良質な灌漑水の確保が困難な乾燥地では塩水灌漑を行わざるを得ない．塩水灌漑では塩類集積

の発生が必須であり，その防止法を確立する必要がある．本研究では，過度な塩類集積を緩和し

作物栽培を可能とする灌漑・リーチング併用システム導入時の土壌水分と土壌塩分および作物へ

の影響について検討した． 

2. 実験方法 

 実験は鳥取大学農学部附属フィールドサイエンスセ

ンター (FSC)内にあるビニルハウスで行った．圃場の

平面図と断面図を Fig.1に示す．水田土壌からの毛管

上昇を防ぐために水田土壌の上に平均粒径 30mmの礫

を用いた厚さ 30cmの毛管遮断層を設置した．礫の上

に防根シートを敷き詰め，その上に供試土壌である真

砂土を厚さ 60cm となるように充填した．灌漑用水と

灌水条件が異なる 3処理区を設定した．北側から順に

塩水体積含水率・土壌 EC管理区（SWE区），淡水体

積含水率管理区（FW区），塩水体積含水率管理区

（SW 区）である．すべての処理区において，深さ

15cmの体積含水率（θ）が 0.18に到達したら灌水を開

始し 0.25になったら停止した．この条件に加えて，SWE区のみ深さ 5cmの土壌間隙水の EC(ECp)

が 8dS/mを超えたら溶脱のために水を供給し，6.5dS/mになったら止めた．灌漑用水は，FW区に

は FSC地下水を，SW 区・SWE区には調整塩水を供給した．また，溶脱には灌漑用水と同じ調整

塩水を用いた．供試作物はナス科トウガラシ属シネンセ種ハバネロ(Capsicum chinense Iasq．cv)で

ある．2024年 8月 9日に平均的な大きさの苗を選抜し，各区 24株，計 72株を移植した．測定項

目は θ，ECp, 気温，相対湿度，蒸発計蒸発量，地温，灌水量である．θと ECpは各区の深さ 5，

15，25，35，45cmに埋設した TDRセンサーをデータロガーに接続して10分ごとに自記測定を行

った．なお，ECpは TDRセンサーの出力値からHillhorstの式を用いて決定した． 

3. 結果と考察 

 Fig.2に灌水処理期間（9 月 26日～12月 25日）の θと ECpの変動を示す．  

3.1 灌水処理期間内における θの変動 

 Fig.2 (a)，(b)より，FW区，SW区において深さ 15cm における体積含水率が 0.18に到達した時 
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Fig.1 Outline of an experimental field 
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点で灌水が開始され，0.25 に達した時点で停止している．このことから，灌水が設定どおりに行

われたことが分かる．SW 区，SWE区は FW 区と比べて灌水頻度が多くなった．このことから

SW区，SWE区にお

いて作物生育が旺盛

であったと推察され

る．Fig.2 (c)より，

SWE区では， 10月

24日に深さ 15cm に

おける体積含水率が

0.28まで上昇してい

る．これは，溶脱の

ための水分供給が行

われたことを示している．  

3.1. 灌水処理期間内におけるECpの変動 

  Fig.2(a)より，淡水を灌漑した FW 区では灌水期間を通して ECpの大きな変化が見られなかっ

た．Fig.2(b)より，SW 区では深さ 5, 15cmの ECpが 9月 26日から 10月 5日の間で急激に増加

し，7dS/m付近まで上昇した．その後，11月 12日，11月 15日，11月 22日の灌水で約 8.5dS/m

まで上昇した．このことから，灌漑によって供給された塩が蓄

積していることが分かる．一方， SWE区では，Fig.2(c)に示し

た通り， 10月 24日の灌水で深さ 5cm における ECpが急激に増

加したものの，その後すべての深さにおける ECpが 4.5dS/m付近

で推移した．とりわけ，SW 区と比べて深さ 5，15㎝では ECpが

小さくなった．このことから，灌漑に続く溶脱により塩が全層

的に再分布され，表層の過度な塩類集積を防いだと考えられる．  

3.2. 収量と水生産性 

Fig.3に果実収量と水生産性の結果を

示す．収量は多い区から順に SWE区，

SW区，FW区となった．有意差検定

（Turkey法）の結果，SWE区と FW 区

の間で有意差が認められた．また，FW

区では塩水灌漑区と比べて黄色い葉が多

く栄養不足の可能性が窺えた．これらは，SWE区の灌水量が多い (Table1) ことに加え，調整塩

水の成分が植物の栄養として利用されたためと考えられる．一方で水生産性は SWE区で最も高く

なったものの有意差は見られなかった． 

4. 終わりに 

本研究から，灌漑リーチング併用システムにより塩水灌漑下において塩を全層的に分布させ表

層の過度な塩類集積を緩和し，作物への悪影響を防止できることが明らかとなった．  
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Fig.3 Yield and water productivity 

(a)FW 区 (b)SW 区 (c)SWE区 

Fig.2 Variations of ECp and θ during irrigation period 
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Table1 The amount of irrigation 

区画 灌水量（L） 

FW区 801.6 

SW区 1056.6 

SWE区 1892.6 
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